
挑
戦
を
容
易
に
す
る
。

　

こ
れ
ら
の
原
則
に
依
り
、
政
策
を
実
施
す
る

に
当
た
っ
て
は
、

・�

中
小
企
業
が
誇
り
を
持
っ
て
自
立
す
る
こ
と

や
、
地
域
へ
の
貢
献
を
始
め
社
会
的
課
題
に

取
り
組
む
こ
と
を
高
く
評
価
す
る

・�

家
族
経
営
の
持
つ
意
義
へ
の
意
識
を
強
め
、
ま

た
、
事
業
承
継
を
円
滑
化
す
る

・�

中
小
企
業
の
声
を
聴
き
、
ど
ん
な
問
題
も
中

小
企
業
の
立
場
で
考
え
、
政
策
評
価
に
つ
な

げ
る

・�

地
域
経
済
団
体
、
取
引
先
企
業
、
民
間
金
融

機
関
、
教
育
・
研
究
機
関
や
産
業
支
援
人
材

な
ど
の
更
な
る
理
解
と
協
力
を
促
す

・
地
方
自
治
体
と
の
連
携
を
一
層
強
め
る

・�

政
府
一
体
と
な
っ
て
取
り
組
む

こ
と
と
す
る
。

３
．
行
動
指
針

　

政
府
は
、
以
下
の
柱
に
沿
っ
て
具
体
的
な
取

組
を
進
め
る
。

一
． 

中
小
企
業
の
立
場
か
ら
経
営
支
援
を
充
実
・

徹
底
す
る

　

中
小
企
業
の
技
術
力
向
上
の
た
め
、
も
の
づ

く
り
分
野
を
始
め
と
す
る
技
術
開
発
、
教
育
・

研
究
機
関
、
他
企
業
な
ど
と
の
共
同
研
究
を
支

援
す
る
と
と
も
に
、
競
争
力
の
鍵
と
な
る
企
業

集
積
の
維
持
・
発
展
を
図
る
。
ま
た
、
業
種
間

で
の
連
携
・
共
同
化
や
知
的
財
産
の
活
用
を
進

め
、
中
小
企
業
の
事
業
能
力
を
強
め
る
。
経
営

支
援
の
効
果
を
高
め
る
た
め
、
支
援
人
材
を
育

成
・
増
強
し
、
地
域
経
済
団
体
と
の
連
携
に
よ

る
支
援
体
制
を
充
実
す
る
。

二
．
人
材
の
育
成
・
確
保
を
支
援
す
る

　

中
小
企
業
の
要
諦
は
人
材
に
あ
る
。働
く
人
々

が
積
極
的
に
自
己
研
鑽
に
取
り
組
め
る
よ
う
能

力
開
発
の
機
会
を
確
保
す
る
。
魅
力
あ
る
中
小

企
業
へ
の
就
業
や
起
業
を
促
し
、
人
材
が
大
企

業
信
仰
に
と
ら
わ
れ
な
い
よ
う
、
各
学
校
段
階

を
通
じ
て
健
全
な
勤
労
観
や
職
業
観
を
形
成
す

る
教
育
を
充
実
す
る
。
ま
た
、
女
性
、
高
齢
者

や
障
害
者
を
含
め
働
く
人
々
に
と
っ
て
質
の
高
い

職
場
環
境
を
目
指
す
。

三
． 
起
業
・
新
事
業
展
開
の
し
や
す
い
環
境
を

整
え
る

　

資
金
調
達
を
始
め
と
す
る
起
業
・
新
分
野
進

出
時
の
障
壁
を
取
り
除
く
。
ま
た
、医
療
、介
護
、

一
次
産
業
関
連
分
野
や
情
報
通
信
技
術
関
連
分

野
な
ど
今
後
の
日
本
を
支
え
る
成
長
分
野
に
お

い
て
、
中
小
企
業
が
積
極
的
な
事
業
を
展
開
で

き
る
よ
う
制
度
改
革
に
取
り
組
む
。
国
際
的
に

開
か
れ
た
先
進
的
な
起
業
環
境
を
目
指
す
。

四
．
海
外
展
開
を
支
援
す
る

　

中
小
企
業
が
海
外
市
場
の
開
拓
に
取
り
組
め

る
よ
う
、
官
民
が
連
携
し
た
取
組
を
強
め
る
。

ま
た
、
支
援
人
材
を
活
用
し
つ
つ
、
海
外
の
市

場
動
向
、
見
本
市
関
連
な
ど
の
情
報
の
提
供
、

販
路
拡
大
活
動
の
支
援
、
知
的
財
産
権
ト
ラ
ブ

ル
の
解
決
な
ど
の
支
援
を
行
う
。
中
小
企
業
の

国
際
人
材
の
育
成
や
外
国
人
材
の
活
用
の
た
め

の
支
援
を
も
進
め
、
中
小
企
業
の
真
の
国
際
化

に
つ
な
げ
る
。

五
．
公
正
な
市
場
環
境
を
整
え
る

　

中
小
企
業
の
正
当
な
利
益
を
守
る
法
令
を
厳

格
に
執
行
し
、
大
企
業
に
よ
る
代
金
の
支
払
遅

延
・
減
額
を
防
止
す
る
と
と
も
に
、
中
小
企
業

に
不
合
理
な
負
担
を
招
く
過
剰
な
品
質
の
要
求

な
ど
の
行
為
を
駆
逐
す
る
。
ま
た
、
国
及
び
地

方
自
治
体
が
中
小
企
業
か
ら
の
調
達
に
配
慮
し
、

受
注
機
会
の
確
保
や
増
大
に
努
め
る
。

六
． 

中
小
企
業
向
け
の
金
融
を
円
滑
化
す
る

　

不
況
、
災
害
な
ど
か
ら
中
小
企
業
を
守
り
、

ま
た
、
経
営
革
新
や
技
術
開
発
な
ど
を
促
す
た

め
の
政
策
金
融
や
、
起
業
、
転
業
、
新
事
業
展

開
な
ど
の
た
め
の
資
金
供
給
を
充
実
す
る
。
金

融
供
与
に
当
た
っ
て
は
、
中
小
企
業
の
知
的
資

産
を
始
め
事
業
力
や
経
営
者
の
資
質
を
重
視
し
、

不
動
産
担
保
や
保
証
人
へ
の
依
存
を
減
ら
す
。

そ
の
た
め
に
も
、
中
小
企
業
の
実
態
に
即
し
た

会
計
制
度
を
整
え
、
経
営
状
況
の
明
確
化
、
経

営
者
自
身
に
よ
る
事
業
の
説
明
能
力
の
向
上
、

資
金
調
達
力
の
強
化
を
促
す
。

七
． 

地
域
及
び
社
会
に
貢
献
で
き
る
よ
う
体
制

を
整
備
す
る

　

中
小
企
業
が
、
商
店
街
や
地
域
経
済
団
体
と

連
携
し
て
行
う
も
の
も
含
め
、
高
齢
化・過
疎
化
、

環
境
問
題
な
ど
地
域
や
社
会
が
抱
え
る
課
題
を

解
決
し
よ
う
と
す
る
活
動
を
広
く
支
援
す
る
。

祭
り
や
、
ま
ち
お
こ
し
な
ど
地
域
の
つ
な
が
り
を

強
め
る
活
動
へ
の
中
小
企
業
の
参
加
を
支
援
す

る
。
ま
た
、
熟
練
技
能
や
伝
統
技
能
の
継
承
を

後
押
し
す
る
。

八
． 

中
小
企
業
へ
の
影
響
を
考
慮
し
政
策
を
総

合
的
に
進
め
、
政
策
評
価
に
中
小
企
業
の

声
を
生
か
す

　

関
係
省
庁
の
連
携
は
、
起
業
・
転
業
・
新
事

業
展
開
へ
の
支
援
策
の
有
効
性
を
高
め
る
。
中

小
企
業
庁
を
始
め
、
関
係
省
庁
が
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
一
体
性
を
強
め
て
、
産
業
、
雇
用
、
社
会

保
障
、
教
育
、
金
融
、
財
政
、
税
制
な
ど
総
合

的
に
中
小
企
業
政
策
を
進
め
る
。
そ
の
際
、
地

域
経
済
団
体
の
協
力
を
得
つ
つ
、
全
国
の
中
小

企
業
の
声
を
広
く
聴
き
、
政
策
効
果
の
検
証
に

反
映
す
る
。

（
結
び
） 

　

世
界
経
済
は
、
成
長
の
中
心
を
欧
米
か
ら
ア

ジ
ア
な
ど
の
新
興
国
に
移
し
、
ま
た
、
情
報
や

金
融
が
短
時
間
の
う
ち
に
動
く
と
い
う
構
造
的

な
変
化
を
激
し
く
し
て
い
る
。
一
方
で
、
我
が
国

で
は
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
こ
れ
か
ら
は
、
一

人
ひ
と
り
が
、
力
を
伸
ば
し
発
揮
す
る
こ
と
が
、

か
つ
て
な
く
重
要
性
を
高
め
、
国
の
死
命
を
制

す
る
こ
と
に
な
る
。
し
た
が
っ
て
、
起
業
、
挑
戦

意
欲
、
創
意
工
夫
の
積
み
重
ね
が
一
層
活
発
と

な
る
よ
う
な
社
会
へ
の
変
革
な
く
し
て
は
、
こ
の

国
の
将
来
は
危
う
い
。
変
革
の
担
い
手
と
し
て
の

中
小
企
業
へ
の
大
い
な
る
期
待
、
そ
し
て
、
中
小

企
業
が
果
敢
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
な
経
済
社
会

の
実
現
に
向
け
て
の
決
意
を
政
府
と
し
て
宣
言

す
る
。

◎
詳
細
は
、中
小
企
業
庁
Ｈ
Ｐ
を
ご
参
照
下
さ
い
。
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中
小
企
業
憲
章
制
定

　

政
府
は
６
月
18
日
、
意
欲
あ
る
中
小
企
業
が

新
た
な
展
望
を
切
り
拓
け
る
よ
う
、
中
小
企
業

政
策
の
基
本
的
考
え
方
と
方
針
を
明
ら
か
に
し

た「
中
小
企
業
憲
章
」を
閣
議
決
定
し
た
。
以
下
、

全
文
を
掲
載
す
る
。

　
　
　

中
小
企
業
憲
章平

成
22
年
６
月
18
日

閣　

議　

決　

定

　

中
小
企
業
は
、
経
済
を
牽
引
す
る
力
で
あ
り
、

社
会
の
主
役
で
あ
る
。
常
に
時
代
の
先
駆
け
と

し
て
積
極
果
敢
に
挑
戦
を
続
け
、
多
く
の
難
局

に
遭
っ
て
も
、
こ
れ
を
乗
り
越
え
て
き
た
。
戦
後

復
興
期
に
は
、
生
活
必
需
品
へ
の
旺
盛
な
内
需

を
捉
え
る
と
と
も
に
、
輸
出
で
新
市
場
を
開
拓

し
た
。
オ
イ
ル
シ
ョ
ッ
ク
時
に
は
、
省
エ
ネ
を
進

め
、
国
全
体
の
石
油
依
存
度
低
下
に
も
寄
与
し

た
。
急
激
な
円
高
に
翻
弄
さ
れ
て
も
、
産
地
で

連
携
し
て
新
分
野
に
挑
み
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後
も

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
の
活
用
な
ど
で
活
路
を
見
出

し
た
。

　

我
が
国
は
、
現
在
、
世
界
的
な
不
況
、
環
境・

エ
ネ
ル
ギ
ー
制
約
、
少
子
高
齢
化
な
ど
に
よ
る

停
滞
に
直
面
し
て
い
る
。
中
小
企
業
が
そ
の
力

と
才
能
を
発
揮
す
る
こ
と
が
、
疲
弊
す
る
地
方

経
済
を
活
気
づ
け
、
同
時
に
ア
ジ
ア
な
ど
の
新

興
国
の
成
長
を
も
取
り
込
み
日
本
の
新
し
い
未

来
を
切
り
拓
く
上
で
不
可
欠
で
あ
る
。

　

政
府
が
中
核
と
な
り
、
国
の
総
力
を
挙
げ
て
、

中
小
企
業
の
持
つ
個
性
や
可
能
性
を
存
分
に
伸

ば
し
、
自
立
す
る
中
小
企
業
を
励
ま
し
、
困
っ

て
い
る
中
小
企
業
を
支
え
、
そ
し
て
、
ど
ん
な

問
題
も
中
小
企
業
の
立
場
で
考
え
て
い
く
。
こ

れ
に
よ
り
、
中
小
企
業
が
光
り
輝
き
、
も
っ
て
、

安
定
的
で
活
力
あ
る
経
済
と
豊
か
な
国
民
生
活

が
実
現
さ
れ
る
よ
う
、
こ
こ
に
中
小
企
業
憲
章

を
定
め
る
。

１
．
基
本
理
念

　

中
小
企
業
は
、
経
済
や
く
ら
し
を
支
え
、
牽

引
す
る
。
創
意
工
夫
を
凝
ら
し
、
技
術
を
磨
き
、

雇
用
の
大
部
分
を
支
え
、
く
ら
し
に
潤
い
を
与

え
る
。
意
思
決
定
の
素
早
さ
や
行
動
力
、
個
性

豊
か
な
得
意
分
野
や
多
種
多
様
な
可
能
性
を
持

つ
。
経
営
者
は
、
企
業
家
精
神
に
溢
れ
、
自
ら

の
才
覚
で
事
業
を
営
み
な
が
ら
、
家
族
の
み
な

ら
ず
従
業
員
を
守
る
責
任
を
果
た
す
。
中
小
企

業
は
、
経
営
者
と
従
業
員
が
一
体
感
を
発
揮
し
、

一
人
ひ
と
り
の
努
力
が
目
に
見
え
る
形
で
成
果
に

結
び
つ
き
易
い
場
で
あ
る
。

　

中
小
企
業
は
、
社
会
の
主
役
と
し
て
地
域
社

会
と
住
民
生
活
に
貢
献
し
、
伝
統
技
能
や
文
化

の
継
承
に
重
要
な
機
能
を
果
た
す
。
小
規
模
企

業
の
多
く
は
家
族
経
営
形
態
を
採
り
、
地
域
社

会
の
安
定
を
も
た
ら
す
。

　

こ
の
よ
う
に
中
小
企
業
は
、
国
家
の
財
産
と

も
い
う
べ
き
存
在
で
あ
る
。
一
方
で
、
中
小
企
業

の
多
く
は
、
資
金
や
人
材
な
ど
に
制
約
が
あ
る

た
め
、
外
か
ら
の
変
化
に
弱
く
、
不
公
平
な
取

引
を
強
い
ら
れ
る
な
ど
数
多
く
の
困
難
に
晒
さ

れ
て
き
た
。
こ
の
中
で
、
大
企
業
に
重
き
を
置

く
風
潮
や
価
値
観
が
形
成
さ
れ
て
き
た
。
し
か

し
、
金
融
分
野
に
端
を
発
す
る
国
際
的
な
市
場

経
済
の
混
乱
は
、
却
っ
て
大
企
業
の
弱
さ
を
露

わ
に
し
、
世
界
的
に
も
こ
れ
ま
で
以
上
に
中
小

企
業
へ
の
期
待
が
高
ま
っ
て
い
る
。
国
内
で
は
、

少
子
高
齢
化
、
経
済
社
会
の
停
滞
な
ど
に
よ
り
、

将
来
へ
の
不
安
が
増
し
て
い
る
。
不
安
解
消
の
鍵

と
な
る
医
療
、
福
祉
、
情
報
通
信
技
術
、
地
球

温
暖
化
問
題
を
始
め
と
す
る
環
境
・
エ
ネ
ル
ギ
ー

な
ど
は
、
市
場
の
成
長
が
期
待
で
き
る
分
野
で

も
あ
る
。
中
小
企
業
の
力
が
こ
れ
ら
の
分
野
で

発
揮
さ
れ
、
豊
か
な
経
済
、
安
心
で
き
る
社
会
、

そ
し
て
人
々
の
活
力
を
も
た
ら
し
、
日
本
が
世

界
に
先
駆
け
て
未
来
を
切
り
拓
く
モ
デ
ル
を

示
す
。

　

難
局
の
克
服
へ
の
展
開
が
求
め
ら
れ
る
こ
の
よ

う
な
時
代
に
こ
そ
、
こ
れ
ま
で
以
上
に
意
欲
を

持
っ
て
努
力
と
創
意
工
夫
を
重
ね
る
こ
と
に
高

い
価
値
を
置
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
中
小
企

業
は
、
そ
の
大
い
な
る
担
い
手
で
あ
る
。

２
．
基
本
原
則

　

中
小
企
業
政
策
に
取
り
組
む
に
当
た
っ
て
は
、

基
本
理
念
を
踏
ま
え
、
以
下
の
原
則
に
依
る
。

一
． 

経
済
活
力
の
源
泉
で
あ
る
中
小
企
業
が
、
そ

の
力
を
思
う
存
分
に
発
揮
で
き
る
よ
う
支

援
す
る

　

資
金
、
人
材
、
海
外
展
開
力
な
ど
の
経
営
資

源
の
確
保
を
支
援
し
、
中
小
企
業
の
持
て
る
力

の
発
揮
を
促
す
。
そ
の
際
、
経
営
資
源
の
確
保

が
特
に
困
難
で
あ
る
こ
と
の
多
い
小
規
模
企
業

に
配
意
す
る
。
中
小
企
業
組
合
、
業
種
間
連
携

な
ど
の
取
組
を
支
援
し
、
力
の
発
揮
を
増
幅

す
る
。

二
．
起
業
を
増
や
す

　

起
業
は
、
人
々
が
潜
在
力
と
意
欲
を
、
組
織

の
枠
に
と
ら
わ
れ
ず
発
揮
す
る
こ
と
を
可
能
に

し
、
雇
用
を
増
や
す
。
起
業
促
進
策
を
抜
本
的

に
充
実
し
、
日
本
経
済
を
一
段
と
活
性
化
す
る
。

三
． 

創
意
工
夫
で
、
新
し
い
市
場
を
切
り
拓
く

中
小
企
業
の
挑
戦
を
促
す

　

中
小
企
業
の
持
つ
多
様
な
力
を
発
揮
し
、
創

意
工
夫
で
経
営
革
新
を
行
う
な
ど
多
く
の
分
野

で
自
由
に
挑
戦
で
き
る
よ
う
、
制
約
の
少
な
い

市
場
を
整
え
る
。
ま
た
、
中
小
企
業
の
海
外
へ

の
事
業
展
開
を
促
し
、
支
え
る
政
策
を
充
実

す
る
。

四
．
公
正
な
市
場
環
境
を
整
え
る

　

力
の
大
き
い
企
業
と
の
間
で
実
質
的
に
対
等

な
取
引
や
競
争
が
で
き
ず
、
中
小
企
業
の
自
立

性
が
損
な
わ
れ
る
こ
と
の
な
い
よ
う
、
市
場
を

公
正
に
保
つ
努
力
を
不
断
に
払
う
。

五
． 

セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
整
備
し
、
中
小
企
業

の
安
心
を
確
保
す
る

　

中
小
企
業
は
、
経
済
や
社
会
の
変
化
の
影
響

を
受
け
易
い
の
で
、
金
融
や
共
済
制
度
な
ど
の

面
で
、
セ
ー
フ
テ
ィ
ネ
ッ
ト
を
整
え
る
。
ま
た
、

再
生
の
途
を
よ
り
利
用
し
易
い
も
の
と
し
、
再
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